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今週のキーワード

創薬の未来
AI、新モダリティ、GLP-1の光と影

17
件
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4
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8
%

GLP-1処方

12.49
%

AI創薬CAGR

今週の全17記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 膀胱がん併用療法 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

アステラスとファイザーが筋層浸潤性膀胱がん向けA
DC/PD-1併用療法でフェーズ3良好結果。新たな治療
選択肢となる可能性。

#02 FDAファストトラック 規制承認
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

複数のADCや分子標的薬がFDAファストトラック指定
。プラチナ抵抗性卵巣がん等、難治性がん治療の加速
に期待。

#03 画期的治療薬指定 規制承認
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

フリードライヒ運動失調症、希少神経疾患、MASH治
療薬がFDA画期的治療薬指定。バイオテック株価に影
響。

#04 AI創薬市場予測 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

AI創薬市場は2031年までに22.9億ドルに成長予測。
R&D;加速とコスト削減が推進力。AI専門家不足が課
題。

#05 GLP-1需要急増 市場動向
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

2026年3月、GLP-1薬が全処方箋の約8%を占め、肥
満治療薬として需要が急増。サプライチェーンに影響
。

#06 Veppanu承認 製品承認
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

FDAがArvinas社の新規プロテインデグレーダーVepp
anuを承認。ESR1変異ER陽性乳がん患者に新たな治
療選択肢。

#07 GLP-1脳内作用 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

経口小型分子GLP-1薬が脳深部に浸透し食欲を抑制す
るメカニズムをNIH研究が解明。より効果的な肥満治
療薬開発へ。

#08 AI逆合成ChemCensor 技術発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

インシリコ・メディシンがAI逆合成研究「ChemCens
or」を発表。AI創薬における化学的実現可能性を向上
させ、開発加速に貢献。

#09 分子接着剤TNG961 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

FOCAD欠損がん向け選択的経口HBS1L分子接着剤分
解薬TNG961が『Cancer Discovery』に発表。「創薬
困難」標的への新アプローチ。

#10 AI創薬の変革 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○

AIが創薬プロセスを数年から数ヶ月に短縮。AlphaFol
d3や生成AIが牽引し、生産性2〜3倍向上。データ品
質等が課題。

#11 AI薬物製造資金調達 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

台湾Vernus AIがAIと量子コンピューティングで薬物
製造プロセスを最適化するプラットフォーム開発のた
め資金調達。スケールアップ課題解決へ。

#12
デュアルペイロードAD
C

技術トレ
ンド

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

デュアルペイロードADCがAACRで注目。ペイロード
耐性や腫瘍不均一性を克服し、癌治療の新たなトレン
ドに。
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#13 GLP-1個別化治療 学術研究
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

デューク大学がGLP-1薬の個別化治療の可能性を提示
。画一的アプローチの限界を指摘し、安全性・有効性
最適化へ。

#14 LNP製造プロセス 技術解説
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

次世代ドラッグキャリアLNPの製造プロセス、特にマ
イクロ流体技術による均一な粒子サイズ制御が核酸医
薬の送達効率に不可欠。

#15 GLP-1長期リスク 学術論文
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

GLP-1肥満治療薬の長期使用が代謝不均衡を招く可能
性を指摘。筋肉量減少、栄養不均衡等の副作用に注意
し、個別栄養管理の必要性。

#16 抗RAS ADC 技術トレ
ンド

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●○
○

抗RAS ADCがAACRで注目。創薬困難なRAS変異癌に
対し、全身毒性を抑えつつ有効性を維持する新たな治
療戦略として台頭。

#17 ADC抗体役割 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

ADCにおける抗体の役割を解説。腫瘍特異性、循環半
減期延長、固有の抗腫瘍活性がADCの性能に決定的な
影響を与える。

●●●●○ 高 ●●●○○ 中高 ●●○○○ 中 ●○○○○ 低 | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ GLP-1薬の長期使用リスクは、貴社の肥満治療戦略を変えるか？
GLP-1受容体作動薬の処方数が急増し市場を牽引する一方で、長期使用による代謝不均衡や筋肉量減少のリスクが指摘さ
れました（#15）。この新たな知見は、GLP-1関連製品の開発や販売戦略、あるいは競合製品のポジショニングにどう影
響するでしょうか？

❷ プロテインデグレーダーは、貴社の創薬パイプラインに組み込まれているか？
FDAが新規プロテインデグレーダー（PD）を承認し（#06）、分子接着剤分解薬（MGD）が「創薬困難」な標的を攻略
する可能性が示されました（#09）。この新しいモダリティは、従来の小分子や抗体では難しかった疾患領域にブレーク
スルーをもたらす可能性があり、貴社の次世代創薬戦略に不可欠な要素となり得るか検討が必要です。

❸ AI創薬の進化は、貴社のR&D;部門の生産性を本当に2〜3倍に向上させているか？
AI創薬市場は急速に成長し、早期導入企業は生産性2〜3倍向上を報告しています（#04, #10）。AI逆合成における実世
界化学制約の統合（#08）など技術も進化する中、貴社のR&D;部門はAIを最大限に活用し、競合優位性を確立できてい
るでしょうか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

PD薬承認 GLP-1リスクGLP-1急増MGD創薬

次世代ADC
AI創薬

AI製造

日本企業治験

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● PD薬承認 機会大 新規モダリティ市場参入 —

● GLP-1リスク 注意 副作用対策新薬開発 既存薬の評価見直し

● GLP-1急増 注意 関連材料・DDS需要 供給網・副作用対応

● MGD創薬 機会大 創薬困難標的攻略 —

● 次世代ADC 注意 難治癌治療の深化 競合激化・技術追従

● AI創薬 注意 開発効率化・新薬創出 AI人材・データ品質

● AI製造 参考 製造効率化 —
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● 日本企業治験 機会大 日本企業の成功事例 —
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深掘り ① ― 新規プロテインデグレーダーVeppanu承認
#06 | 2026/05/01 | FDA | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●○○

FDAはArvinas社の新規薬剤Veppanu（ベプデゲストラント）を承認しました。本剤は、少なくとも1回以上の内分泌
療法後に病勢が進行したER陽性、HER2陰性、ESR1変異進行性または転移性乳がんの治療を対象としています。Vepp
anuは、疾患を引き起こすタンパク質を特異的に分解するヘテロ二機能性プロテインデグレーダーとして機能し、従来
の阻害剤とは異なるメカニズムで標的タンパク質の機能を根絶します。

この承認は、ESR1変異を有するER陽性進行性乳がん患者にとって画期的な進歩です。プロテインデグレーダーという
新しい作用機序の導入は、乳がん治療のパラダイムに新たな方向性をもたらし、難治性のESR1変異を持つ乳がんに対
する有効な治療選択肢を提供します。この成功は、他の難治性疾患におけるプロテインデグレーダー技術の応用をさら
に加速させるでしょう。

▶ 技術者の視点

【機会】プロテインデグレーダー（PD）は、従来の小分子薬や抗体薬では困難だった「創薬困難」な標
的にもアプローチできる革新的なモダリティです。Veppanuの承認は、この技術が臨床で有効性を示し
、市場を拡大する明確なシグナルとなります。日本の材料・素材メーカーは、PD薬の安定性や送達効率
を高めるためのDDS技術や、合成に必要な特殊なリンカー材料開発に注力すべきです。製薬企業は、自
社のパイプラインにPD薬を組み込む検討を加速し、特に難治性疾患領域での競争優位性を確立する好機
です。 【脅威】PD薬開発は高度な分子設計と評価技術を要するため、この分野での遅れは将来的な競
争力低下に直結します。特に、欧米企業が先行している現状を鑑みると、日本企業は迅速な技術導入や
提携戦略が求められます。数値データはFDA承認に基づき信頼性が高いですが、長期的な安全性プロフ
ァイルや、他の癌種への適応拡大にはさらなるデータ蓄積が必要です。 【次のアクション】R&D;部門
はPD薬の作用機序と合成経路を詳細に分析し、自社技術とのシナジーを評価。経営企画部門は、PD薬
市場の成長予測に基づき、M&A;やライセンス導入の可能性を検討すべきです。即時で専門家チームを
編成し、半年以内に戦略を策定してください。

深掘り ② ― GLP-1肥満治療薬の長期使用リスクに関する新知見
#15 | 2026/05/07 | ���� (ChosunBiz) | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

ソウル大学病院などの共同研究チームは、GLP-1系糖尿病・肥満治療薬の長期使用が体内の代謝不均衡を招く可能性を
示唆しました。この研究は、GLP-1受容体作動薬（GLP-1RA）による体重減少メカニズムそのものが、長期的な代謝シ
ステム不均衡を引き起こす可能性があるという新たな視点を提示。研究者らは、GLP-1治療環境を「エネルギー摂取制
限状態」と再定義し、筋肉量減少、栄養不均衡、疲労、胃腸障害などの副作用に繋がる可能性を指摘しています。

この研究は、GLP-1RAの長期使用に関する臨床的実践と患者管理に重要な示唆を与えます。体重減少の恩恵を最大化し
つつ、代謝不均衡やそれに伴う副作用のリスクを最小限に抑えるためには、個別化された栄養管理と定期的な身体評価
が不可欠であることが強調されました。特に、長期的な筋肉量維持と微量栄養素の補給が重要とされています。
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▶ 技術者の視点

【機会】GLP-1薬の長期使用における代謝不均衡リスクの指摘は、既存薬の課題を解決する次世代肥満
治療薬や、副作用を軽減するDDS技術、あるいは個別化された栄養管理ソリューション（サプリメント
、食事指導プログラムなど）の開発に大きな機会をもたらします。日本の食品・健康産業、DDS技術を
持つ企業は、このニーズに応える製品・サービス開発を加速すべきです。また、精密医療の観点から、
患者の代謝プロファイルをモニタリングし、最適な治療計画を提案するAI診断ツールの開発も有望です
。 【脅威】GLP-1薬の長期使用が一般化する中で、このような副作用の報告は、患者の不安を煽り、既
存薬の市場評価に影響を与える可能性があります。製薬企業は、自社GLP-1薬の長期安全性データを改
めて精査し、適切な情報提供とリスク管理を行う必要があります。特に、体重減少効果だけを強調しす
ぎると、長期的な健康リスクを見落とすことになりかねません。論文は査読付き学術誌に掲載されてお
り、データ信頼性は高いですが、具体的な発生頻度や重症度についてはさらなる大規模臨床データが必
要です。 【次のアクション】R&D;部門は、GLP-1薬の副作用軽減や筋肉量維持に特化したDDS技術や
併用療法の研究を短期的に強化。マーケティング・営業部門は、医療従事者向けに長期使用のリスクと
適切な患者管理に関する情報提供を準備。経営企画部門は、GLP-1市場の動向を継続的に監視し、競合
他社の動向や規制当局の動きを注視してください。
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深掘り ③ ― 分子接着剤分解薬TNG961：創薬困難標的への挑戦
#09 | 2026/05/01 | Cancer Discovery | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

『Cancer Discovery』誌に、FOCAD欠損がん治療薬として開発中の選択的経口HBS1L分子接着剤分解薬TNG961に関
する研究論文が掲載されました。分子接着剤分解薬（MGDs）は、特定のタンパク質間相互作用を誘導または安定化さ
せることで、疾患を引き起こすタンパク質を標的として分解する革新的な薬物モダリティです。これまで「創薬困難」
とされてきた標的に対するこのアプローチの大きな可能性を示しています。

TNG961は、FOCAD欠損がんにおいて重要な役割を果たすHBS1Lタンパク質を特異的に標的とし、効率的に分解を誘
導することが前臨床試験で確認されました。これにより、FOCAD欠損がん細胞の増殖が抑制され、アポトーシスが誘発
されることが示されています。この成果は、MGDsが特定の遺伝子型を持つがん治療において極めて有効なツールとな
り得ることを実証しました。

▶ 技術者の視点

【機会】分子接着剤分解薬（MGDs）は、プロテインデグレーダーの一種であり、従来の阻害剤ではア
プローチできなかった「創薬困難」な標的を攻略する可能性を秘めています。TNG961の成功は、この
技術が難治性がん治療に新たな道を開くことを示唆しており、日本の製薬企業やバイオベンチャーにと
っては、新たな創薬ターゲットの探索とパイプライン構築の大きな機会です。特に、日本の材料・素材
メーカーは、MGDsの合成に必要な特殊な低分子化合物やリンカー技術の開発で貢献できる可能性があ
ります。 【脅威】MGDsの開発は、高度な分子設計、スクリーニング、作用機序解析技術を要します。
欧米の主要製薬企業やバイオベンチャーがこの分野で先行しており、日本企業が追随するには、基礎研
究から臨床開発までの一貫した戦略と投資が不可欠です。前臨床段階のデータは有望ですが、臨床試験
での有効性、安全性、特にオフターゲット効果や耐性獲得メカニズムの解明が今後の課題となります。 
【次のアクション】R&D;部門は、MGDsの最新研究動向を継続的にモニタリングし、自社の創薬ターゲ
ットリストにMGDsでアプローチ可能な「創薬困難」標的を追加する検討を開始。材料・素材メーカー
は、MGDs合成に必要な高機能材料や中間体の開発可能性を評価し、製薬企業との連携を模索すべきで
す。短期的に、MGDsに関する国内外の専門家との情報交換を強化してください。

その他の注目記事
膀胱がん併用療法フェーズ3良好結果（Pfizer Inc.）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

アステラス製薬が関与するADCとPD-1阻害薬の併用療法がフェーズ3で良好な結果。日本の製薬企業にとって重要な成
功事例であり、今後の承認と市場投入に注目。

GLP-1受容体作動薬の需要急増（Drug Topics）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●

GLP-1薬の処方箋が急増し、肥満治療薬市場を牽引。日本の医療システムやサプライチェーンにも大きな影響を与える
ため、関連企業は供給体制やDDS技術の強化が急務。

デュアルペイロードADCが癌治療の新たなトレンドに（GeneOnline News）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

従来のADCの課題を克服するデュアルペイロードADCが注目を集める。日本のADC開発企業は、この新しい設計思想を
取り入れ、ペイロード耐性や腫瘍不均一性への対応を強化すべき。

経口小型分子GLP-1薬の脳内作用メカニズム解明（NIH）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

経口GLP-1薬が脳深部に浸透し食欲を抑制するメカニズムの解明は、次世代肥満治療薬開発に新たな方向性を示す。日
本の基礎研究機関や製薬企業は、この知見を活かした創薬研究を推進すべき。
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抗RAS抗体薬物複合体が癌治療の新星として台頭（GeneOnline News）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

「創薬困難」とされてきたRAS変異癌に対し、抗RAS ADCが有望な治療戦略として浮上。日本の製薬企業は、この分野
でのADC技術開発を強化し、難治性がん治療への貢献を目指すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】GLP-1薬の長期副作用に関する最新論文（#15）を精査し、自社開発中の肥満治療薬候補の安全性プ
ロファイルに与える影響を評価。

• 【経営企画】AI創薬市場レポート（#04）を確認し、AI導入によるR&D;効率化の競合優位性を再評価。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】プロテインデグレーダー（#06, #09）や次世代ADC（#12,
#16）の最新動向を調査し、自社の創薬パイプラインへの応用可能性を検討。

• 【調達】GLP-1薬の需要急増（#05）に伴うサプライチェーンへの影響を分析し、関連材料の安定調達戦略を策
定。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】AI創薬（#08,
#10）におけるデータ品質、モデル検証、AI専門家育成の戦略を立案し、AI導入ロードマップを更新。

• 【R&D;】GLP-1薬の個別化治療（#13）や脳内作用メカニズム（#07）に関する研究動向を注視し、次世代肥
満治療薬のコンセプト検討に着手。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-05-09
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ファイザーとアステラス、筋層浸潤性膀胱がん対象の
PADCEV™/KEYTRUDA®併用療法フェーズ3 EV-304臨床
試験で良好な結果を発表

概要

ファイザーとアステラス製薬は、筋層浸潤性膀胱がん（MIBC）患者を対象とした

PADCEV™とKEYTRUDA®の併用療法に関するフェーズ3 EV-304臨床試験で良好な結果
が得られたと発表しました。この併用療法は、Nectin-4を標的とする抗体薬物複合体
（ADC）であるPADCEV™と、PD-1阻害薬であるKEYTRUDA®を組み合わせたもので

す。シスプラチンベースの化学療法に適格な患者に投与され、その肯定的な結果は、
この進行性のがん治療において重要な進歩を示唆しています。ADCとPD-1阻害薬の組
み合わせは、患者に新たな治療選択肢を提供し、治療成績の改善に貢献する可能性が

あります。

公開日 2026年05月05日  Pfizer Inc.  アメリカ



詳細

背景

筋層浸潤性膀胱がん（MIBC）は、進行が早く予後不良なことが多く、新たな治療選択
肢が強く求められている疾患です。従来のシスプラチンベースの化学療法は標準治療の
一つですが、すべての患者に効果があるわけではなく、また副作用も懸念されます。近
年、抗体薬物複合体（ADC）や免疫チェックポイント阻害薬といった分子標的薬の開発
が進み、がん治療に革新をもたらしています。

主要な調査結果

ファイザーとアステラス製薬は、MIBC患者を対象としたフェーズ3 EV-304臨床試験、
別名KEYNOTE-B15において、PADCEV™（エンホルツマブ ベドチン）とKEYTRUDA®

（ペムブロリズマブ）の併用療法が良好な結果を示したと発表しました。PADCEV™は
Nectin-4を標的とするADCであり、がん細胞に直接薬剤を届けます。一方、
KEYTRUDA®はPD-1免疫チェックポイント阻害薬であり、免疫システムを活性化してが
ん細胞を攻撃させます。この組み合わせは、シスプラチンベースの化学療法に適格な患
者群において評価され、主要評価項目および副次評価項目において統計学的に有意な改
善が認められました。

影響と展望

この肯定的な臨床試験結果は、MIBCの治療パラダイムを大きく変える可能性を秘めて
います。特に、ADCとPD-1阻害薬という異なる作用機序を持つ薬剤を組み合わせること
で、単剤療法では得られなかった相乗効果が期待されます。これにより、患者の生存期
間延長や奏効率の向上が見込まれ、進行性膀胱がん患者にとって新たな標準治療となる
可能性もあります。今後、詳細なデータが発表され、規制当局の承認が得られれば、よ
り多くの患者にこの革新的な治療が提供されることになります。これは、個別化医療の
進展と、難治性がんに対する治療選択肢の拡大に向けた重要な一歩と言えるでしょう。

元記事: https://cdn.pfizer.com/pfizercom/product-

pipeline/Q1%202026%20Pipeline%20Update_vFinal_0.pdf?

https://cdn.pfizer.com/pfizercom/product-pipeline/Q1%202026%20Pipeline%20Update_vFinal_0.pdf?VersionId=9ggml9Bl6OEGJ6u6UsXkTgJTL6Q17eT.
https://cdn.pfizer.com/pfizercom/product-pipeline/Q1%202026%20Pipeline%20Update_vFinal_0.pdf?VersionId=9ggml9Bl6OEGJ6u6UsXkTgJTL6Q17eT.


VersionId=9ggml9Bl6OEGJ6u6UsXkTgJTL6Q17eT.

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://cdn.pfizer.com/pfizercom/product-pipeline/Q1%202026%20Pipeline%20Update_vFinal_0.pdf?VersionId=9ggml9Bl6OEGJ6u6UsXkTgJTL6Q17eT.


2026年4月に複数の腫瘍治療薬がFDAのファストトラック
指定を取得

概要

2026年4月、米国食品医薬品局（FDA）は、いくつかの腫瘍治療薬に対しファストトラ
ック指定を付与し、これらの重篤な疾患治療薬の開発加速を目指しました。特に、
NextCure Inc.の抗体薬物複合体（ADC）SIM0505がプラチナ抵抗性卵巣がんの治療薬

として指定されました。また、Context Therapeutics Inc.の二重特異性抗体CTIM-76も
同じくプラチナ抵抗性卵巣がんでファストトラック指定を獲得。さらに、肝細胞がん
を対象とする選択的FGFR4阻害剤irpagratinibと、非小細胞肺がん（NSCLC）を対象と

するRAS(ON) G12D阻害剤zoldonrasibも指定を受けました。これらの指定は、既存治
療法からの大幅な改善が期待される生命を脅かすがん治療薬の開発をFDAが迅速化す
る姿勢を示しています。

公開日 2026年05月04日  Oncology News Central  アメリカ



詳細

背景

医薬品開発におけるファストトラック指定は、米国FDAが重篤な疾患に対する治療薬の
開発・審査を迅速化するために設けた制度です。この指定を受けた薬剤は、臨床試験の
デザインに関するFDAとの頻繁な協議、申請資料の一部を段階的に提出できるローリン
グレビューの対象となるなど、承認プロセスが加速される可能性があります。特にがん
治療分野では、新たな治療選択肢の必要性が高いため、多くの薬剤がこの指定を目指し
ています。

主要な調査結果

2026年4月、FDAは複数の革新的な腫瘍治療薬にファストトラック指定を与えました。
NextCure Inc.が開発する抗体薬物複合体（ADC）であるSIM0505は、プラチナ抵抗性卵
巣がんに対する有効性が期待され、指定を受けました。ADCは、抗体の特異的な標的認
識能力と強力な化学療法薬の細胞傷害性を組み合わせた薬剤です。 Context

Therapeutics Inc.のCTIM-76も、プラチナ抵抗性卵巣がんを対象とした二重特異性抗体と
してファストトラック指定を獲得しました。さらに、肝細胞がんの治療を目指す選択的
FGFR4阻害剤irpagratinibと、非小細胞肺がん（NSCLC）のRAS(ON) G12D変異を標的と
するzoldonrasibも、それぞれ重要な指定を受けました。これらの薬剤は、いずれもアン
メットメディカルニーズが高い領域での治療効果が期待されています。

影響と展望

今回のファストトラック指定は、これらの薬剤が既存治療に比べて臨床的に意義のある
改善をもたらす可能性を示唆しています。指定により、開発期間の短縮が期待され、よ
り早く患者に新しい治療法が届く可能性が高まります。特に、プラチナ抵抗性卵巣がん
やRAS変異を有するNSCLCといった難治性がんに対する新薬は、患者の予後を大きく改
善する可能性があります。ADCや二重特異性抗体、特異的分子標的薬の開発は、個別化
医療の進展を加速させ、将来のがん治療の選択肢をさらに拡大させることでしょう。
FDAの迅速な審査プロセスは、これらの革新的な治療法が患者の元に届くまでの時間を
短縮する上で不可欠です。

元記事: https://www.oncologynewscentral.com/drugs/info/oncology-drugs-fast-tracked-by-the-fda-in-

https://www.oncologynewscentral.com/drugs/info/oncology-drugs-fast-tracked-by-the-fda-in-april-2026


april-2026

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.oncologynewscentral.com/drugs/info/oncology-drugs-fast-tracked-by-the-fda-in-april-2026


2026年における画期的治療薬指定の主要事例：株価変動
とバイオテックの進化

概要

2026年、米国FDAは複数のバイオテクノロジー企業に対し画期的な治療薬指定
（Breakthrough Therapy Designation）を付与し、バイオテック株価に顕著な変動をも
たらしました。Larimar Therapeuticsのフリードライヒ運動失調症治療薬

nomlabofusp、Neurogeneの希少神経疾患向け遺伝子治療薬NGN-401、Altimmuneの
MASH治療薬pemvidutideが指定を獲得。これらの指定は、重篤または生命を脅かす疾
患に対し、既存治療法を大幅に上回る改善が初期臨床データで示唆された場合に与え

られ、市場投入までの経路を加速させ、商業化への期待を高めます。

公開日 2026年05月06日  LevelFields AI  アメリカ



詳細

背景

米国FDAによる画期的な治療薬指定（Breakthrough Therapy Designation, BTD）は、重
篤または生命を脅かす疾患の治療薬開発を加速するための重要な制度です。この指定
は、既存の治療法と比較して、臨床的に意義のある評価項目において大幅な改善を示す
可能性のある初期臨床エビデンスがある場合に与えられます。BTDを取得することで、
FDAとの集中的な対話、開発プロセスのガイダンス、迅速な審査といった恩恵を受け、
薬剤の承認・市場投入までの期間が大幅に短縮される可能性があります。

主要な調査結果

2026年には複数のバイオテクノロジー企業がBTDを取得し、その影響が市場に顕著に現
れました。Larimar Therapeuticsは、フリードライヒ運動失調症に対するフラタキシンタ
ンパク質補充療法であるnomlabofuspで指定を獲得し、同社株は31%以上上昇しまし
た。Neurogeneは、希少神経疾患向けの遺伝子治療薬NGN-401で指定を受けました。さ
らに、Altimmuneのpemvidutideは、フェーズ2b試験の良好なデータに基づき、代謝機
能不全関連脂肪性肝炎（MASH）の指定を獲得しました。これらの指定は、各治療薬が
それぞれの疾患領域で画期的な効果をもたらす可能性を示唆しています。

影響と展望

画期的な治療薬指定は、これらの治療法が患者にとって大きな利益をもたらす可能性が
高いことを示しています。株価の顕著な上昇は、市場がこれらの治療薬の商業的成功と
医療への影響に大きな期待を寄せていることの表れです。特に希少疾患や、既存治療法
が限られている疾患に対する指定は、アンメットメディカルニーズの解消に直結しま
す。これらの指定は、今後の臨床開発と規制当局の審査プロセスを加速させ、患者がこ
れらの革新的な治療にアクセスできる時期を早めることになります。バイオテクノロジ
ー分野における研究開発の活発化と、患者中心のアプローチが強調される傾向は今後も
続くと考えられます。

元記事: https://www.levelfields.ai/news/top-breakthrough-therapy-designations-of-2026

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.levelfields.ai/news/top-breakthrough-therapy-designations-of-2026


AI創薬の世界市場調査レポート 2026-2031

概要

Research and Marketsが発行したこのレポートは、2025年から2031年までのAI創薬市
場の動向を調査しています。同市場は、2025年の推定11.3億ドルから2031年には22.9

億ドルへ、年平均成長率（CAGR）12.49%で成長すると予測されています。この成長
は、新薬開発の加速と従来の研究開発コスト削減の緊急な必要性によって推進されて
います。

公開日 2026年05月08日  Research and Markets  アメリカ



詳細

本記事はResearch and Marketsが発行した市場調査レポートの概要紹介です。

レポート概要

この市場調査レポートは、世界のAI創薬市場に焦点を当てています。調査対象期間は
2021年から2031年で、2025年の推定市場規模から2031年の予測市場規模までをカバー
しています。主要な地域、市場セグメント、競合環境、および成長機会が分析されてい
ます。

主要な調査結果

レポートによると、世界のAI創薬市場は、2025年の推定11.3億ドルから2031年には22.9

億ドルへと成長すると予測されています。これは、予測期間中に年平均成長率
（CAGR）12.49%で拡大することを示しています。この市場の拡大は、主に新しい治療
法の開発を加速し、従来のR&Dに関連する高いコストを削減する必要性によって牽引さ
れています。AI、特に生成AIは、de novo分子設計を可能にし、予測精度を高めるため
のワークフローを自動化することで、初期段階の製薬研究に革命をもたらしています。
例えば、ファイザーはAIを活用して数百万の化合物をスキャンし、わずか30日で実行可
能な薬剤候補を特定し、従来の期間を大幅に短縮しました。これらのブレークスルーに
もかかわらず、ライフサイエンスに関する深い専門知識を持つAI専門家の不足が大きな
課題として残っており、市場全体の成長とAIツールのシームレスな統合を妨げていま
す。

発行会社について

Research and Marketsは、世界最大規模の市場調査レポートプロバイダーの一つです。
多様な業界分野にわたる詳細な調査と分析を提供し、企業が戦略的な意思決定を行うた
めの重要な情報源となっています。彼らのレポートは、市場規模、トレンド、予測、競
合分析、および主要企業のプロファイルを含む包括的なデータを提供します。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/05/08/3290907/28124/en/ai-in-drug-

discovery-research-report-2026-global-market-analysis-competitive-landscape-opportunities-and-

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/05/08/3290907/28124/en/ai-in-drug-discovery-research-report-2026-global-market-analysis-competitive-landscape-opportunities-and-forecasts-2021-2025-2025-2031.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/05/08/3290907/28124/en/ai-in-drug-discovery-research-report-2026-global-market-analysis-competitive-landscape-opportunities-and-forecasts-2021-2025-2025-2031.html
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2026年3月、GLP-1受容体作動薬が処方箋の8%近くを占め
る：肥満治療薬としての需要が急増

概要

2026年3月、GLP-1受容体作動薬が全処方箋の約8%を占め、2019年の追跡開始以来最
大の四半期ごとの増加を記録しました。この急増は主に肥満症治療薬（AOMs）とし
ての使用によるもので、2025年12月から2026年3月にかけてAOMsの新規処方が21.7%

増加しました。チルゼパチドが最も一般的に処方されるGLP-1薬である一方で、経口製
剤の普及によりセマグルチドが急速に成長しています。この傾向は、肥満管理ガイド
ラインの進化、DTCマーケティングの強化、保険適用範囲の拡大によって促進されて

います。

公開日 2026年05月05日  Drug Topics  アメリカ



詳細

背景

近年、2型糖尿病治療薬として開発されたGLP-1受容体作動薬が、その強力な体重減少効
果から肥満症治療薬（AOMs）として広く注目を集めています。このカテゴリーの薬剤
は、インスリン分泌を促進し、グルカゴン分泌を抑制するだけでなく、胃内容排出を遅
らせ、食欲を抑制する効果があるため、体重管理において高い有効性を示しています。
米国では肥満人口が増加の一途をたどっており、これにより効果的な肥満治療薬への需
要が急速に高まっています。

主要な調査結果

2026年3月には、GLP-1受容体作動薬が米国の全処方箋の約8%を占めるという画期的な
統計が記録されました。これは2019年に処方追跡が開始されて以来、四半期ごとの増加
としては最大です。この顕著な上昇は、主に抗肥満薬（AOMs）としてのGLP-1薬の需
要が急増したことに起因しています。具体的には、2025年12月から2026年3月までの期
間で、AOMsの新規処方が21.7%増加しました。現在、チルゼパチドが最も頻繁に処方
されているGLP-1薬ですが、経口セマグルチド製剤のアクセシビリティ向上により、セ
マグルチドの処方も急速に拡大しています。この市場動向は、肥満管理に関するガイド
ラインの改訂、消費者への直接的なマーケティング活動の強化、およびGLP-1薬の保険
適用範囲の拡大によって加速されています。

影響と展望

GLP-1受容体作動薬の処方数の急増は、現代の薬局業務と医療システムに多大な影響を
与えています。薬剤師は、増大する需要に対応するためのサプライチェーン管理の強化
や、患者の臨床管理に対する新たな要求に直面しています。この傾向は、GLP-1薬が肥
満と関連疾患の治療において中心的な役割を担うようになることを示唆しています。長
期的な影響としては、肥満関連疾患による医療費の削減や公衆衛生の改善が期待される
一方で、薬剤の供給体制の安定化、費用対効果の評価、そして長期使用における安全性
と有効性の継続的なモニタリングが不可欠となります。今後も、これらの薬剤の普及と
適応拡大に向けた研究が進められ、さらに多くの患者が恩恵を受けることが期待されま
す。

元記事: https://www.drugtopics.com/view/glp-1s-made-up-eight-of-every-100-prescriptions-filled-in-

https://www.drugtopics.com/view/glp-1s-made-up-eight-of-every-100-prescriptions-filled-in-march-2026
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FDA、エストロゲン受容体陽性乳がん治療薬Veppanu（ベ
プデゲストラント）を承認

概要

米国食品医薬品局（FDA）は2026年5月1日、Arvinas社が開発した新規薬剤Veppanu

（ベプデゲストラント）の承認を発表しました。本剤は、少なくとも1回以上の内分泌
療法後に病勢が進行したエストロゲン受容体陽性（ER陽性）、HER2陰性、ESR1変異進

行性または転移性乳がんの治療を対象としています。Veppanuは、疾患を引き起こす
タンパク質を特異的に分解する新たな治療クラスであるヘテロ二機能性プロテインデ
グレーダーとして機能します。この承認は、初期の内分泌療法後に選択肢が限られて

いた特定の乳がん患者集団に新たな治療選択肢を提供します。

公開日 2026年05月01日  FDA  アメリカ



詳細

背景

エストロゲン受容体陽性（ER陽性）乳がんは、乳がんの最も一般的なサブタイプであ
り、内分泌療法が主要な治療法となっています。しかし、多くの患者は治療抵抗性を獲
得し、特にESR1遺伝子変異は、内分泌療法後の再発や進行の主要なメカニズムの一つと
して知られています。このような状況において、既存の内分泌療法後に病勢が進行した
患者に対する新たな治療選択肢の開発が喫緊の課題となっています。

主要な調査結果

2026年5月1日、米国食品医薬品局（FDA）は、Arvinas社が開発したVeppanu（ベプデゲ
ストラント）の承認を発表しました。Veppanuは、ER陽性、HER2陰性、ESR1変異を有
する進行性または転移性乳がん患者を対象としており、特に少なくとも1回の内分泌療
法後に病勢が進行した症例に適用されます。本剤は、新しいクラスの治療薬であるヘテ
ロ二機能性プロテインデグレーダーであり、疾患を引き起こすタンパク質を標的とし、
プロテアソーム経路を介して細胞内で特異的に分解を誘導します。これにより、従来の
阻害剤とは異なるメカニズムで標的タンパク質の機能を根絶し、治療効果を発揮しま
す。臨床試験では、この患者群においてVeppanuが有望な有効性と忍容性を示したこと
が、承認の根拠となりました。

影響と展望

Veppanuの承認は、ESR1変異を有するER陽性進行性乳がん患者にとって画期的な進歩で
す。この特定の患者集団は、既存の内分泌療法への抵抗性を示すことが多く、治療選択
肢が限られていました。プロテインデグレーダーという新しい作用機序の導入は、乳が
ん治療のパラダイムに新たな方向性をもたらします。Veppanuは、難治性のESR1変異を
持つER陽性乳がんに対する有効な治療選択肢を提供し、患者の予後改善に貢献すること
が期待されます。この成功は、他の難治性疾患においてもプロテインデグレーダー技術
の応用をさらに加速させるでしょう。今後、Veppanuのリアルワールドデータが蓄積さ
れ、より詳細な有効性・安全性のプロファイルが明らかになることが期待されます。

元記事: https://www.fda.gov/drugs/novel-drug-approvals-fda/novel-drug-approvals-2026

https://www.fda.gov/drugs/novel-drug-approvals-fda/novel-drug-approvals-2026
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経口小型分子GLP-1薬が脳深部に浸透し食欲を抑制する新
たなメカニズムを解明

概要

NIH資金提供の研究により、次世代の体重減少薬である経口小型分子GLP-1薬が脳深部
に浸透し、効果的に食欲を抑制するという新たな作用機序が明らかになりました。こ
の発見は、これらの薬剤が代謝効果を超えて食欲調節に深く関与していることを示唆

しており、肥満や関連疾患のより標的を絞った効果的な治療法開発への道を開く可能
性があります。この研究結果は、腸管ホルモンGLP-1と中枢神経系の経路が食物摂取制
御に複雑に連携していることを強調しています。

公開日 2026年05月06日  National Institutes of Health (NIH)  アメリカ



詳細

背景

グルカゴン様ペプチド-1（GLP-1）受容体作動薬は、2型糖尿病および肥満の治療に革命
をもたらしましたが、その作用機序の全てが解明されているわけではありませんでし
た。特に、経口投与可能な小型分子GLP-1薬が、単なる代謝調節作用を超えてどのよう
に体重減少に寄与するのかについては、さらなる詳細な研究が求められていました。こ
れまでの研究では、主に末梢でのGLP-1受容体を介した作用が注目されていましたが、
中枢神経系における直接的な効果は十分に理解されていませんでした。

主要な調査結果

米国国立衛生研究所（NIH）の資金提供を受けた研究により、次世代の経口小型分子
GLP-1薬が、その構造的特性により血液脳関門を通過し、脳深部の食欲を調節する領域
に到達することが明らかにされました。この脳内浸透能力が、これらの薬剤が食欲を効
果的に抑制する主要なメカニズムの一つであることが示されました。具体的には、視床
下部などの神経回路に直接作用し、満腹感を促進し、空腹感を軽減することで、全体的
な食物摂取量を減少させます。この発見は、これらの薬物が代謝調節作用に加えて、中
枢神経系を介した強力な食欲抑制効果を発揮することを裏付けるものです。

影響と展望

この画期的な発見は、GLP-1薬の治療ポテンシャルに関する我々の理解を深め、肥満治
療薬の設計と開発に新たな方向性を提供するものです。脳内浸透性を有するGLP-1薬
は、より強力で持続的な食欲抑制効果をもたらし、難治性の肥満患者に対するより効果
的な治療選択肢となる可能性があります。また、中枢神経系におけるGLP-1の作用機序
の詳細な解明は、肥満だけでなく、摂食障害や神経性疾患の治療への応用も示唆してい
ます。今後の研究では、これらの薬剤の脳内での特定の標的や作用経路をさらに特定
し、副作用を最小限に抑えつつ治療効果を最大化する薬剤設計の最適化が進められるで
しょう。この発見は、肥満研究と創薬分野における重要な一歩です。

元記事: https://www.nih.gov/news-events/news-releases

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nih.gov/news-events/news-releases


インシリコ・メディシン、ICML 2026で画期的なAI逆合成
研究を発表：ChemCensor導入で実世界化学をAIベンチマ
ークへ

概要

生成AI駆動型バイオテクノロジーのリーダーであるインシリコ・メディシンは、ICML

2026で画期的なAI逆合成研究を発表する計画を明らかにしました。この発表では、実
世界における化学的制約をAIベンチマークに統合するための革新的なアプローチ
「ChemCensor」が紹介されます。ChemCensorは、AIが生成する合成経路が化学的に

実現可能で効率的であることを保証することで、分子設計と合成におけるAIの実用性
と信頼性を向上させる上で極めて重要です。この取り組みは、製薬イノベーションに
おけるAI活用をさらに強化します。

公開日 2026年05月04日  Insilico Medicine  アメリカ



詳細

背景

医薬品開発における逆合成解析は、目的の分子をどのように合成するかを逆算する複雑
なプロセスであり、時間と専門知識を要します。近年、人工知能（AI）がこの分野に応
用され、新たな合成経路の探索や最適化を加速させる可能性が示されています。しか
し、AIが提案する経路が必ずしも実際の実験室での化学反応として実現可能であるとは
限らないという課題がありました。このギャップを埋めることが、AI駆動型合成化学の
次のフロンティアとなっています。

主要な調査結果

生成AI駆動型バイオテクノロジーのリーディングカンパニーであるインシリコ・メディ
シンは、2026年の国際機械学習会議（ICML）において、画期的なAI逆合成研究を発表
する予定です。この研究の核心は、「ChemCensor」と名付けられた革新的なアプロー
チの導入にあります。ChemCensorは、AIモデルが生成する逆合成経路が、実際の化学
合成において直面する物理的・化学的制約や実用的な実現可能性に合致しているかを評
価・検証するためのベンチマークツールです。このシステムは、AIが提案する合成ルー
トの信頼性と効率性を劇的に向上させ、研究者がより迅速かつ確実に新薬候補分子を合
成できるようにすることを目指しています。

影響と展望

ChemCensorの導入は、AI創薬と合成化学の分野に大きな影響を与えるでしょう。これ
により、AIが提案する合成経路の「化学的妥当性」が飛躍的に向上し、時間と資源の無
駄を削減できます。製薬会社は、AIを利用してより迅速に新しい薬剤候補を設計し、そ
れらを効率的に合成できるため、創薬開発サイクル全体が加速します。これは、より迅
速な新薬の発見と患者への提供に貢献する可能性があります。インシリコ・メディシン
のこの取り組みは、AIが単なる計算ツールではなく、実世界の科学的課題を解決するた
めの実践的なパートナーとしての役割を強化し、製薬イノベーションの最前線に同社を
位置づけるものとなります。今後の展開として、ChemCensorのようなツールが業界標
準となり、AIを活用した合成化学研究がさらに加速することが期待されます。

元記事: https://insilico.com/news

https://insilico.com/news
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TNG961：FOCAD欠損がん治療のための選択的経口
HBS1L分子接着剤分解薬

概要

2026年5月1日発行の『Cancer Discovery』誌に、FOCAD欠損がんの治療薬として開発

中の選択的経口HBS1L分子接着剤分解薬TNG961に関する研究論文が掲載されました。
分子接着剤分解薬は、特定のタンパク質間相互作用を誘導または安定化させること

で、疾患を引き起こすタンパク質を標的として分解する革新的な薬物モダリティで
す。FOCAD欠損がんにおけるHBS1Lの選択的分解能力は、これまで「創薬困難」とさ
れてきた標的に対するこのアプローチの大きな可能性を示しています。これは、精密

腫瘍学の継続的な進歩を意味し、困難な種類のがん患者に新たな希望をもたらしま
す。

公開日 2026年05月01日  Cancer Discovery (American Association for Cancer Research

Journals)  アメリカ



詳細

背景

がん治療において、細胞内で疾患を引き起こすタンパク質を標的とすることは極めて重
要です。しかし、一部のタンパク質は従来の薬剤で結合しにくく、「創薬困難
（undruggable）」とされてきました。分子接着剤分解薬（Molecular Glue Degraders,

MGDs）は、この課題を克服するための新たな薬物モダリティとして注目されていま
す。MGDsは、ユビキチン-プロテアソーム系を利用し、特定のタンパク質にE3ユビキチ
ンリガーゼを「接着」させることで、標的タンパク質の分解を誘導します。FOCAD

（Folate Cycle Anomaly Disorders）欠損がんは、特定の遺伝子変異によって特徴づけら
れる難治性のがんタイプであり、新たな治療戦略が切望されています。

主要な調査結果

2026年5月1日発行の『Cancer Discovery』誌に掲載された研究論文は、TNG961という
選択的経口HBS1L分子接着剤分解薬について詳細に報告しています。HBS1Lは、FOCAD

欠損がんにおいて重要な役割を果たすことが示唆されているタンパク質です。TNG961

は、このHBS1Lタンパク質を特異的に標的とし、効率的に分解を誘導することが確認さ
れました。これにより、FOCAD欠損がん細胞の増殖が抑制され、アポトーシス（プログ
ラム細胞死）が誘発されることが前臨床試験で示されています。この成果は、TNG961

がFOCAD欠損がんに対する有望な治療薬候補であることを強く示唆しており、MGDsが
特定の遺伝子型を持つがん治療において極めて有効なツールとなり得ることを実証しま
した。



影響と展望

TNG961の開発は、精密腫瘍学における重要な進歩を表しています。特に、これまで効
果的な治療法が少なかったFOCAD欠損がん患者にとって、新たな治療選択肢となる可能
性を秘めています。分子接着剤分解薬の技術は、特定の遺伝子変異やタンパク質発現パ
ターンを持つがんに対する個別化医療の進展を加速させることができます。従来の小分
子阻害剤や抗体薬では困難であった「創薬困難」な標的へのアプローチを可能にするこ
とで、がん治療のフロンティアを拡大します。今後、TNG961の臨床試験が成功すれ
ば、FOCAD欠損がんの患者の予後が大幅に改善されることが期待されます。また、この
研究は、他のMGDsの開発と、様々なタイプのがんにおける新しい治療戦略の探索をさ
らに推進することでしょう。

元記事: https://aacrjournals.org/cancerdiscovery

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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2026年のAI創薬：製薬業界リーダーが今知るべきこと

概要

2026年現在、AIは創薬プロセスを抜本的に変革し、かつて数年を要した開発期間を数
ヶ月に短縮しました。AlphaFold3や生成AIモデルといった技術革新が、分子設計から

大規模シミュレーションによるスクリーニングまでを効率化しています。早期導入企
業は2〜3倍の生産性向上を報告しており、AIが発見した分子が後期開発段階や承認に
至る事例も増えています。今や議論の焦点は、AIが創薬を「どれだけ」変えるか、そ

してデータ品質、モデル検証、規制受容といった課題にどう対処するかへと移ってい
ます。

公開日 日付不明  Zenovel  アメリカ



詳細

背景

創薬は、伝統的に時間とコストがかかるプロセスであり、新たな医薬品を市場に投入す
るまでに平均10年以上と数十億ドルの費用を要していました。候補化合物の膨大なスク
リーニング、複雑な生物学的相互作用の理解、そして高価な臨床試験がその主な理由で
す。しかし、近年における人工知能（AI）の急速な発展は、この非効率性を根本から変
革する可能性を秘めています。

主要な調査結果

2026年、AIは創薬のあり方を根本的に変え、これまで数年かかったタスクが数ヶ月で完
了するようになりました。数百万もの化合物を物理的にテストしていたスクリーニング
プロセスは、高度なシミュレーションへと移行しました。この変化を牽引する主要な技
術革新には、2024年にリリースされたAlphaFold3があります。これはタンパク質の構造
とリガンドとの相互作用を正確に予測し、標的同定とリード最適化を劇的に加速させま
す。また、ゼロから新しい分子を設計できる生成AIモデルも登場し、創薬の初期段階に
革命をもたらしています。製薬業界の早期導入企業は、AIによって生産性が2〜3倍向上
したと報告しており、AIが発見した分子が後期開発段階に進んだり、さらには規制当局
の承認を得たりする事例も増えつつあります。

影響と展望

AIの導入は、製薬業界に計り知れない影響を与えています。開発期間とコストの大幅な
削減は、より多くの革新的な治療法を市場に供給することを可能にし、患者に新たな希
望をもたらします。議論の焦点は、AIが創薬を変革するかどうかではなく、その変革の
「程度」と、データ品質の管理、AIモデルの検証、および規制当局によるAI主導の発見
の受け入れといった新たな課題への対処方法に移っています。これらの課題を克服する
ことで、AIは創薬プロセス全体を最適化し、これまで治療が困難だった疾患に対するブ
レークスルーを生み出す鍵となるでしょう。将来的には、AIが創薬のあらゆる段階に完
全に統合され、より速く、より正確な医薬品開発が実現されると期待されています。

元記事: https://zenovel.com/how-artificial-intelligence-is-transforming-drug-discovery-in-2026/

https://zenovel.com/how-artificial-intelligence-is-transforming-drug-discovery-in-2026/


収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



AI活用薬物製造の新興企業ヴェルヌスAIが2.5億元超の資
金調達を完了

概要

台湾の新興企業Vernus AIは、薬物製造プロセスにAIを統合するため、シードラウンド
で2.5億台湾元（約810万米ドル）超の資金調達を完了しました。この投資は、AIコン
ピューティング能力と量子コンピューティング資源を含み、バイオテック・製薬産業

における先進技術への市場の関心の高まりを示しています。Vernus AIは、AIと量子コ
ンピューティング、物理シミュレーションを組み合わせたプラットフォームを開発
し、実験室規模から大規模生産への移行における安定性向上を目指しています。

公開日 2026年05月04日  理財周刊 (Wealth Magazine)  台湾



詳細

背景

医薬品製造は、品質管理、収率の最適化、スケールアップの課題など、複雑なプロセス
を伴います。特に、新しい分子やバイオ医薬品の製造においては、実験室規模での成功
を大規模生産に効率的かつ安定的に移行させることが困難であり、これが開発コストと
時間を押し上げる主要因となっていました。近年、人工知能（AI）や量子コンピューテ
ィングといった先端技術が、これらの課題を解決するための潜在的なソリューションと
して注目されています。

主要な内容

台湾に拠点を置く新興企業Vernus AIは、薬物製造プロセスへのAI統合を加速させるた
め、シードラウンドで2.5億台湾元（約810万米ドル）以上の資金調達を成功裏に完了し
たと発表しました。この資金調達ラウンドには、仁宝電脳（Compal Electronics）、永
信薬品（Union Chemical & Pharmaceutical）、耀新生物医学創投（Yaoxin Biomedical

Ventures）を含む、複数のテクノロジーおよびバイオテック分野の機関や専門家が参加
しました。Vernus AIは、林彦志博士とTiago Rodrigues准教授によって設立され、AI、量
子コンピューティング、および物理シミュレーションを統合した独自のプラットフォー
ムを開発しました。このプラットフォームは、AIエージェントアーキテクチャを利用し
て、マルチモーダル言語モデルと物理シミュレーションシステムを結びつけ、薬物製造
プロセスにおける様々なパラメータを分析・予測し、大規模生産における安定性を向上
させることを目指しています。



影響と展望

Vernus AIの資金調達成功は、医薬品製造におけるAIと量子コンピューティングの重要性
が認識されつつあることを示しています。この技術は、製造プロセスの最適化、品質の
一貫性向上、そして生産コストの削減に大きく貢献する可能性があります。特に、ラボ
から生産規模へのスケールアップ時に発生する課題をAIが予測・解決することで、新薬
がより迅速かつ効率的に患者に届くようになります。台湾のテクノロジー企業や製薬企
業からの投資は、異業種間連携によるイノベーション創出の可能性を示唆しています。
将来的には、Vernus AIのプラットフォームが医薬品製造の「スマート化」を推進し、高
品質な医薬品の安定供給に貢献することが期待されます。これは、台湾を拠点とするバ
イオテックスタートアップがグローバルな製薬エコシステムにおいて重要な役割を果た
す可能性を示しています。

元記事: https://www.moneyweekly.com.tw/ArticleData/Info/Article/224432

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.moneyweekly.com.tw/ArticleData/Info/Article/224432


デュアルペイロード抗体薬物複合体が癌治療の新たなトレ
ンドに

概要

デュアルペイロード抗体薬物複合体（ADCs）が、2026年の米国がん研究学会
（AACR）年次総会で大きな注目を集め、癌治療における新たなトレンドとして急速に
台頭しています。40以上の演題が、ペイロード耐性や腫瘍の不均一性に対抗するため

の設計が紹介され、この療法の臨床応用が間近に迫っていることを示唆しています。
異なる2種類の細胞傷害性薬を組み合わせることで、従来のADCsが直面していた課題
を克服し、治療効果の向上と耐性リスクの低減を目指しています。

公開日 2026年05月03日  GeneOnline News  台湾



詳細

背景

抗体薬物複合体（ADCs）は、その標的特異性と強力な細胞傷害性薬剤の組み合わせに
より、癌治療に革命をもたらしてきました。しかし、従来のADCsは、癌細胞が薬物に
対する耐性を獲得したり、腫瘍内部の不均一性により薬剤がすべての癌細胞に届きにく
かったりするといった課題に直面することがありました。これらの要因が、治療効果の
低下や再発の原因となることが指摘されており、ADCsのさらなる進化が求められてい
ます。

主要な内容

2026年の米国がん研究学会（AACR）年次総会では、デュアルペイロードADC（二重有
効積荷抗体薬物複合体）が癌治療の新たなトレンドとして大きな注目を集めました。会
議で発表された40を超える抄録が、この革新的な設計概念に焦点を当てており、ペイロ
ード耐性や腫瘍の不均一性といった従来のADCsが抱える課題を克服するための具体的
なアプローチが多数紹介されました。デュアルペイロードADCは、二種類の異なる細胞
傷害性薬剤を一つの抗体に結合させることで、複数の経路やメカニズムを同時に標的と
し、相乗的な治療効果を高めることを目指します。これらの設計には、相乗効果を持つ
細胞傷害性薬剤の組み合わせや、細胞傷害性薬剤と耐性逆転剤の組み合わせなどが含ま
れ、多様な癌種において有望な抗腫瘍活性と良好な安全性プロファイルが示されていま
す。



影響と展望

デュアルペイロードADCsの登場は、癌治療におけるADCsの可能性を大きく広げるもの
です。ペイロード耐性と腫瘍の不均一性という主要な課題に対処できることから、より
広範な患者集団に対して効果的な治療を提供できる可能性があります。このアプローチ
は、従来の単一ペイロードADCsでは治療が困難であった癌種や、耐性を獲得した癌に
対する新たな治療選択肢を提供することに繋がります。臨床応用の時期が近づいている
ことから、今後数年でこれらのデュアルペイロードADCsが癌治療の標準プロトコルに
組み込まれることが期待されます。技術的な観点からは、リンカー化学、ペイロード選
択、そして抗体とペイロードの結合比率（DAR）の最適化が、この分野のさらなる発展
の鍵となるでしょう。これにより、癌患者の治療成績と生活の質の向上が期待されま
す。

元記事:

https://geneonline.news/%E9%9B%99%E6%9C%89%E6%95%88%E8%BC%89%E8%8D%B7%E6%8A%97%E9%A

6/
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デューク大学研究チーム、GLP-1薬開発の新進展を推進し
個別化治療の可能性を提示

概要

デューク大学のジョナサン・キャンベル准教授率いるチームがGLP-1薬の研究で重要な
進展を遂げ、個別化治療の新たな可能性を明らかにしました。彼らの研究は、GLP-1療
法において「画一的なアプローチ」が適さないことを強調し、薬の安全性確保、有効

性の最適化、副作用の最小化、そして個々の患者に合わせた治療計画の重要性を指摘
しています。この研究は、GLP-1およびGIPインクレチンホルモンの機能に関する理解
を深め、より個別化された糖尿病および体重管理療法への道を開くと期待されます。

公開日 2026年05月06日  商傳媒 (Commercial Media)  台湾



詳細

背景

GLP-1（グルカゴン様ペプチド-1）受容体作動薬は、当初2型糖尿病治療薬として開発さ
れましたが、その顕著な体重減少効果により、近年では肥満治療薬としても広く認知さ
れ、世界中で使用が拡大しています。しかし、患者ごとの薬物反応や副作用のプロファ
イルには大きなばらつきがあることが知られており、「全ての患者に同じ治療が最適」
という画一的なアプローチでは、治療効果の最大化や副作用の最小化が困難であるとい
う課題がありました。このため、GLP-1薬の作用機序をより深く理解し、個別化された
治療戦略を開発することが喫緊の課題となっています。

主要な内容

デューク大学のジョナサン・キャンベル准教授が率いる研究チームは、GLP-1薬の研究
において画期的な進展を遂げ、個別化治療の大きな可能性を明らかにしました。彼らの
研究は、GLP-1薬の作用機序に関する科学的理解を深めることに重点を置いており、
「画一的なアプローチ」がGLP-1療法には適さないという重要な知見を強調していま
す。研究チームは、薬剤の安全性確保、治療効果の最適化、副作用の最小化、そして
個々の患者の生理的特性に基づいたテーラーメイドの治療計画策定のために、さらなる
詳細な研究が必要であると指摘しています。キャンベル准教授のチームは、GLP-1およ
びGIP（グルコース依存性インスリン分泌刺激ポリペプチド）というインクレチンホル
モンの複雑な機能を深く掘り下げており、これにより科学者たちはこれらの薬剤のメカ
ニズムについてより包括的な理解を得るに至りました。



影響と展望

このデューク大学の研究は、GLP-1薬の治療戦略に革命をもたらし、糖尿病および体重
管理における個別化医療の進展を加速させるでしょう。患者の遺伝的背景、ライフスタ
イル、既存疾患、および特定の GLP-1/GIP 受容体発現パターンを考慮に入れたパーソナ
ライズされた治療計画は、治療効果を最大化し、副作用リスクを低減する上で不可欠で
す。これにより、GLP-1薬の処方がより精密かつ効果的になり、最終的にはより多くの
患者がこれらの薬剤から恩恵を受けられるようになります。将来的には、バイオマーカ
ーやAIを活用した診断ツールが開発され、個々の患者に最適なGLP-1薬の種類、用量、
および投与スケジュールを特定できるようになることが期待されます。この研究は、個
別化医療の原則をGLP-1療法に適用し、患者中心の医療を推進するための重要な一歩と
なります。

元記事: #

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



次世代ドラッグキャリアLNP、その製造プロセスが鍵

概要

2026年5月5日に팜뉴스が報じた記事は、次世代ドラッグキャリアである脂質ナノ粒子
（LNP）の開発において、製造プロセスがいかに重要であるかを強調しています。LNP

はマイクロ流体技術を用いた自己組織化プロセスで合成され、均一な粒子サイズを確
保するためにマイクロミキサーが不可欠です。この精密な粒子サイズ制御は、LNPの
高い送達効率にとって決定的な要因となります。LNPは細胞膜に似た構造を持ち、高

い生体適合性と核酸などの治療薬を細胞に効率的に送達する能力を持つとされていま
す。

公開日 2026年05月05日  팜뉴스 (Pharm News)  韓国



詳細

背景

近年、メッセンジャーRNA（mRNA）などの核酸医薬は、COVID-19ワクチンでその有効
性が実証され、がん治療や遺伝子治療など多岐にわたる疾患への応用が期待されていま
す。しかし、核酸医薬は裸のままでは不安定であり、細胞内への効率的な送達が課題と
なります。この課題を解決する鍵となるのが、ドラッグデリバリーシステム（DDS）の
一つである脂質ナノ粒子（LNP）です。LNPは核酸医薬を保護し、標的細胞へ効率的に
運ぶ役割を果たしますが、その性能は製造プロセスに大きく依存します。

主要な内容

2026年5月5日に팜뉴스が報じた記事は、次世代ドラッグキャリアとしてのLNPの重要性
と、特に製造プロセスがその機能に及ぼす影響について深く掘り下げています。LNP

は、マイクロ流体技術を用いた精密な自己組織化プロセスによって合成されます。この
プロセスでは、マイクロ流路内のミキサーが重要な役割を果たし、脂質と核酸を均一に
混合することで、追加の後処理を必要としない単分散性の粒子（サイズが均一な粒子）
を生成します。記事は、この粒子サイズの厳密な制御が、LNPの優れた薬物送達効率の
決定的な要因であると強調しています。また、LNPが細胞膜と類似した構造を持つこと
で、高い生体適合性を有し、mRNAなどの核酸医薬を効率的に細胞内へ送り届けること
ができると説明されています。

影響と展望

LNP製造におけるマイクロ流体技術の重要性の認識は、核酸医薬のさらなる開発と普及
にとって不可欠です。高品質で均一なLNPの安定供給は、mRNAワクチンの製造拡大
や、より複雑な遺伝子治療薬の開発を可能にします。精密な製造プロセスにより、薬剤
の安全性と有効性が向上し、臨床応用の成功確率が高まります。今後は、マイクロ流体
技術のさらなる最適化、スケールアップの課題克服、そして新しい脂質組成の開発が
LNP研究の主要な方向性となるでしょう。また、LNPのターゲティング能力を高めるこ
とで、特定の細胞や臓器にのみ薬剤を届ける「標的指向型LNP」の開発も進展し、副作
用の低減と治療効果の最大化が期待されます。この技術は、個別化医療の実現に向けた
重要な基盤となることでしょう。



元記事: https://www.pharmnews.com/news/articleView.html?idxno=303226

収集日: 2026年05月08日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pharmnews.com/news/articleView.html?idxno=303226


「GLP-1肥満治療薬の長期使用、体内の代謝不均衡を引き
起こす可能性」

概要

ソウル大学病院、分唐CHA病院、Logsyncの共同研究チームは、GLP-1系糖尿病・肥満
治療薬の長期使用が体内の代謝不均衡を招く可能性を示唆しました。2026年5月7日に
国際肥満ジャーナル『Current Obesity Reports』で発表されたこの研究は、GLP-1受容

体作動薬（GLP-1RA）による体重減少メカニズムそのものが、長期的な代謝システム
不均衡を引き起こす可能性があるという新たな視点を提示。研究者らは、GLP-1治療環
境を単なる「体重減少」ではなく「エネルギー摂取制限状態」と再定義し、筋肉量減

少、栄養不均衡、疲労、胃腸障害などの副作用に繋がる可能性を指摘しています。

公開日 2026年05月07日  조선비즈 (ChosunBiz)  韓国



詳細

背景

GLP-1受容体作動薬（GLP-1RA）は、2型糖尿病治療薬として始まり、その優れた体重減
少効果から肥満症治療薬としても急速に普及しました。これらの薬剤は、食欲抑制と胃
内容排出遅延を通じてエネルギー摂取量を減らし、体重減少を促します。しかし、多く
の研究が短期的な有効性や安全性に焦点を当てる中で、長期にわたるエネルギー摂取制
限が身体の恒常性維持にどのような影響を与えるかについては、まだ十分に解明されて
いませんでした。

主要な内容

ソウル大学病院、分唐CHA病院、そしてヘルスケアデータスタートアップLogsyncから
なる韓国の共同研究チームは、GLP-1系薬剤の長期使用が体内の代謝バランスに影響を
及ぼす可能性についての重要な研究結果を発表しました。この研究は、2026年5月7日に
権威ある国際肥満ジャーナル『Current Obesity Reports』に掲載され、GLP-1RAが誘発
する体重減少メカニズムそのものが、長期的に代謝システムに不均衡をもたらす可能性
があるという新しい視点を提供しています。研究者たちは、GLP-1治療環境を単なる
「体重減少」と捉えるのではなく、「持続的な栄養およびエネルギー摂取制限状態」と
再定義しました。この状態が持続することにより、筋肉量の減少、栄養不均衡、慢性的
な疲労、胃腸障害など、様々な副作用が発生するリスクがあることを指摘しています。
論文では、これらの代謝変化を考慮した精密な栄養管理の必要性を強調し、特にタンパ
ク質やアミノ酸の供給、微量栄養素、脂肪吸収といった要素に着目した長期的な代謝安
定維持戦略の重要性が述べられています。



影響と展望

この研究は、GLP-1RAの長期使用に関する臨床的実践と患者管理に重要な示唆を与えま
す。体重減少の恩恵を最大化しつつ、代謝不均衡やそれに伴う副作用のリスクを最小限
に抑えるためには、個別化された栄養管理と定期的な身体評価が不可欠であることが強
調されました。特に、長期的な筋肉量維持と微量栄養素の補給は、治療の持続可能性と
患者の生活の質の向上のために極めて重要です。この発見は、GLP-1RAを処方する医療
従事者に対し、体重減少だけでなく、包括的な代謝健康を視野に入れた治療戦略の策定
を促すものです。将来的には、AIやバイオマーカーを用いた患者モニタリングシステム
が開発され、長期的な治療における個別化された栄養介入ガイドラインが確立されるこ
とが期待されます。これは、肥満治療における新たなフェーズへの移行を示唆してお
り、より安全で持続可能な治療法の確立に貢献するでしょう。

元記事: https://biz.chosun.com/science-chosun/medicine-

health/2026/05/07/VCJSDU2KSRE6XDSVEIZKZKWM3Y/
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抗RAS抗体薬物複合体が癌治療の新星として台頭

概要

2026年の米国がん研究学会（AACR）年次総会で、抗RAS抗体薬物複合体（ADCs）が
癌治療の新星として大きな注目を集めました。少なくとも4社が、パンRAS阻害薬の全

身毒性を抑制しつつ有効性を維持するADC技術の活用を模索しており、癌治療に新た
な可能性をもたらしています。RASタンパク質ファミリーは多様な癌の発生に重要な
役割を果たしますが、従来の阻害薬は全身毒性が課題でした。ADCsは抗体の高い標的

特異性と化学療法の細胞傷害性を組み合わせることで、癌細胞に薬剤を正確に届け、
健康な組織への損傷を最小限に抑えることを目指しています。

公開日 2026年05月04日  GeneOnline News  台湾



詳細

背景

RASタンパク質ファミリー（KRAS, NRAS, HRAS）は、多くのがんにおいて重要なシグナ
ル伝達経路のスイッチとして機能し、細胞の増殖、分化、生存を制御しています。RAS
変異は、肺癌、膵癌、大腸癌など、多くのヒト癌で高頻度に見られ、これらの変異はが
んの発生と進行を強力に促進します。しかし、RASタンパク質は構造的に結合ポケット
が少なく、直接的な阻害が困難であるため、「創薬困難（undruggable）」な標的とし
て長らく認識されてきました。さらに、開発された一部のRAS阻害薬は、標的特異性が
不十分で全身毒性が高く、臨床応用が限定されていました。

主要な内容

2026年の米国がん研究学会（AACR）年次総会において、抗RAS抗体薬物複合体
（ADCs）が癌治療の新たな有望なアプローチとして注目を集めました。少なくとも4社
の製薬企業が、抗RAS ADC技術の応用を探求していることが報告され、パンRAS阻害薬
の強力な抗腫瘍効果を維持しつつ、その深刻な全身毒性を軽減する新たな可能性を提示
しました。ADCsは、癌細胞表面に特異的に発現する抗原を標的とする抗体に、強力な
細胞傷害性薬剤を結合させることで、薬剤を癌細胞にピンポイントで送り届け、健康な
組織への影響を最小限に抑えることを目指します。AACR 2026で発表された予備的な前
臨床データでは、これらの抗RAS ADCsが従来のRAS阻害薬と比較して顕著な抗腫瘍活性
を示し、同時に全身毒性が大幅に軽減されていることが示され、この分野の臨床開発に
向けた強固な基盤を築きました。



影響と展望

抗RAS ADCsの登場は、長らく治療が困難であったRAS変異癌に対する治療戦略に大きな
変革をもたらす可能性を秘めています。この技術は、高特異的な標的送達と局所的な細
胞傷害作用を組み合わせることで、従来のRAS阻害薬の限界を克服し、より安全かつ効
果的な治療を実現します。これにより、これまで治療選択肢が限られていた多くの癌患
者にとって、新たな希望が生まれるでしょう。今後、これらの抗RAS ADCsが臨床試験
でその有効性と安全性をさらに確立することが期待されます。また、この成功は、他の
「創薬困難」な癌関連タンパク質を標的とするADCの開発を加速させ、個別化癌治療の
新たなフロンティアを切り開くことになるでしょう。この分野の進展は、難治性癌の患
者の予後を改善し、治療成績を向上させる上で極めて重要です。

元記事:

https://geneonline.news/%E6%8A%97ras%E6%8A%97%E9%AB%94%E5%81%B6%E8%81%AF%E8%97%A5%E7
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ADCにおける抗体の多様な役割

概要

2026年5月8日にOFweekが公開した記事は、様々な癌治療を革新した抗体薬物複合体
（ADC）における抗体の多様な役割について論じています。ADCは通常、モノクロー

ナル抗体、リンカー、細胞傷害性ペイロードの3つの主要な要素で構成され、それぞれ
の強みを活かして従来の化学療法では不可能な治療効果を達成します。抗体は腫瘍特
異性の決定、細胞傷害性ペイロードの循環半減期の延長、および抗体本来の追加的な

作用機序を提供し、ADC全体の性能に大きく貢献します。

公開日 2026年05月08日  OFweek  中国



詳細

背景

抗体薬物複合体（ADCs）は、癌治療において画期的な進歩を遂げた治療法であり、そ
の成功は、癌細胞を特異的に標的とするモノクローナル抗体の能力と、強力な細胞傷害
性薬剤の力を組み合わせることにあります。この「魔法の弾丸」コンセプトは、全身性
の化学療法に伴う重篤な副作用を軽減しつつ、癌部位に選択的に薬剤を届けることを可
能にしました。ADCsは、主に抗体、リンカー、ペイロードという三つの要素から構成
されますが、特に抗体の選択とその特性が、薬剤全体の有効性と安全性に決定的な影響
を与えます。

主要な内容

2026年5月8日にOFweekが報じた記事は、抗体薬物複合体（ADCs）における抗体の多様
かつ決定的な役割を深く掘り下げています。ADCは、モノクローナル抗体、化学リンカ
ー、細胞傷害性ペイロードの3つの主要コンポーネントで構成されており、それぞれが
相乗的に機能することで、従来の化学療法では達成できない治療効果を実現します。抗
体は以下の点で極めて重要な役割を果たします。

腫瘍特異性の決定とターゲティング: 抗体は癌細胞表面の特定の抗原に高親和性で結
合し、薬剤を癌細胞に選択的に送達します。

循環半減期の延長: 抗体部分が薬剤の血中滞留時間を長くし、腫瘍への到達機会を増
やします。

固有の抗腫瘍活性: 一部の抗体は、抗体依存性細胞傷害（ADCC）や補体依存性細胞
傷害（CDC）などのメカニズムを通じて、それ自体が癌細胞を攻撃する能力を持って
います。

細胞内取り込みの促進: 抗原結合後、抗体-ADC複合体は細胞内に取り込まれ、ペイロ
ードが放出される経路を確立します。

しかし、ADCは標的以外の正常組織への薬剤取り込みによる副作用や、抗体の腫瘍内浸
透性の限界といった独自の安全性の懸念も抱えています。



影響と展望

ADCにおける抗体の多機能性の理解は、次世代ADCの開発にとって不可欠です。抗体の
選択、結合部位、および生物学的特性の最適化は、ADCの治療効果を最大化し、副作用
プロファイルを改善するための鍵となります。今後は、癌細胞の不均一性に対応するた
めに、複数の抗体や二重特異性抗体を用いたADC、あるいはより浸透性の高い抗体フラ
グメントを用いた設計が研究されるでしょう。また、抗体本来の免疫賦活作用をペイロ
ードの細胞傷害性と組み合わせることで、さらに強力な抗腫瘍反応を引き出す可能性も
探求されています。これにより、ADCは癌治療の個別化をさらに進め、患者の治療成績
と生活の質の向上に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://www.ofweek.com/medical/2026-05/ART-103109-8330-30686895.html
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